
令和元年度 青少年教育に関する地域力向上等のためのモデル的事業の開発事業 

肥満が気になる子どものための生活見直しキャンプ 

「カラダにｅキャンプ」事業報告書 

 

１ 趣旨    食事の摂り方や運動不足などに悩む児童が、食事（eat）や運動（exercise）、早寝（early to bed）・

早起き（early to rise）など基本的な生活習慣を見直し改善を図るキャンプを長期間体験するこ

とにより、家庭において規則正しく、健康で楽しい生活をしようとする態度を育てる。 

 

２ 主催  独立行政法人 国立青少年教育振興機構 国立花山青少年自然の家 

 

３  後援  宮城県教育委員会 栗原市教育委員会 

 

４  協力  宮城県立こども病院、宮城県教育庁スポーツ健康課、東北学院大学 

宮城県北部保健福祉事務所栗原地域事務所（栗原保健所） 

 

５ 期日   令和元年  ７月２８日(日) ～８月４日(日) 【７泊８日】 

         

６ 場所   国立花山青少年自然の家本館 及び 南蔵王野営場 

 

７ 募集対象  宮城・岩手・福島県の肥満が気になる小学校４年生から中学校３年生 

  参加状況  申し込み総数１７名 キャンセル２名 参加者１５名 

    

 

８ 委員会  宮城県立こども病院          虻川 大樹 氏（保護者向け講義） 

東北学院大学教養学部        岡崎 勘造 氏（調査研究） 

宮城県教育庁スポーツ健康課  竹内 照恵 氏（健康的な食事についての指導） 

宮城県栗原保健所       田村 裕子 氏（健康的な食事についての指導） 

    花山青少年自然の家      山中 和之  （委員長・事業総括） 

 

９ 企画運営のポイント 

①「カラダに e キャンプ」実行委員会を２回組織し、幅広い専門分野の委員からの意見を活動プログラ

ムに反映させる。 

  ②過去８回の参加者を対象に、現在の生活等に関するアンケートを実施、その結果をもとに活動プログ

ラムを組み立てる。 

③「フォローアップキャンプ」を本キャンプの 3 カ月後に実施し、自分の生活習慣や運動などを継続し

ようとする意識をもたせる。 

10 日程 



11 活動の内容について 

 

 

 

 

 

 

 

  カラダにｅ食事の摂り方      カラダにｅダンス          沢活動 

 

 

 

 

 

 

 

野営場テント泊         後烏帽子岳登山           修了式 

 

12 成果と課題 

（１）アンケート結果 

①キャンプ事前、キャンプ１か月後に取った生活アンケート結果の比較 

キャンプ前とキャンプ１か月後の生活アンケートの結果を比較してみたところ、大きな変化は見られ

なかった。しかし、「毎日の目覚めはどうですか」「自分でお風呂に入ったりシャワーを浴びたりするの

が大変だ」「家のお手伝いをするのがたいへんだ」という項目の回答結果は、４段階評価で１段階向上し

ている参加者が多かった。また、朝食に何を食べたかを記述式で問う質問では、ほぼ、どの参加者も品

数が増えていた。 

（２）参加者の声 

  ①キャンプ直後の参加者の声（自由記述より） 

  ・何でも「無理」と言わず、とりあえずやってみることが大事。 

  ・自分でいろいろ（生活のこと）できた。 

  ・寝るのやご飯、お風呂がこんなに大変なのだと分かった。 

  ②キャンプ１か月後の参加者の声（自由記述より） 

  ・キャンプ後、レタスやピーマンなど、いろいろな野菜を食べるようになった。 

  ・夜８時からは何も食べないようになった。 

  ・なるべく出された物をちゃんと食べるようにしている。 

  ・掃除や布団の準備などを手伝うようになった。 

  ・毎日運動するようになった。 

（３）成果 

①生活習慣が飛躍的に改善されたわけではないが、７泊８日のキャンプで衣食住に関わる身の回りのこと

を自分で行った結果、キャンプ終了後も、自分のことや家の手伝いなどに自主的に取り組むようになっ

た。 

②保護者対象の講義、親子対象の講義、毎日の野外炊事を通して、親子の食事に関する関心を高めること

ができた。 

（４）課題 

  ・キャンプで身に付いた生活習慣を１か月後以降も継続させるためには、本人たちの意識のみでは不十分

で、保護者にも意識を継続してもらうことが必要である。今回、保護者対象のプログラム（講義）は食

生活に関わる内容のみであったが、生活習慣全般に関する保護者対象プログラムも検討していきたい。 

 ・フォローアップキャンプを計画していたが、台風の影響で参加者が集まらず、中止となってしまった。 

 

担当：企画指導専門職 黒田守道 


